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昭 和 35年 度 研 究 内 容 と 成 果
A 医 学 部 門
医学部門は教授1,助教授1,助手5の定員であるが,現在助手1を地質学部門に流用し,助
手欠員2名となっている.現在は内科 :教授森永,助手北山,併任助手桑田 (分院),副手大月








(1) 関節 リウマチの温泉治療効果について,森永 寛 :
第25回日本温泉気候学会 日温気誌 24(3)385,昭35.






























































(10) ウラン鉱山の環境衛生学的研究,永田 保 :研究中断
ウラン鉱山である人形嘩鉱山の環境衛生学的研究に関し,気温 ･気圧 ･湿度 ･雨量 ･紫
列線量の測定や,飲料水 ･空気中のラドン濃度等の測定を行い資料を集めつつあった.

























































(19) 腸管癒着症の基礎的並に臨床的研究,大谷 満 :研究継続中
実験的腸管癒着に対する各種薬物の効果,臨床例に対するノーブル氏変法の治療効果及
び動物実験例並に臨床例のフィブリノーゲンの消長についての研究を行いつつある.
¢o) 開腹術后腸管癒着症の統計的観察,仲原泰博･大谷 満 : 山陰外科集談会,昭35･11.
最近10年間当科に於て経験した本症36例につき,各種統計的観察を報告した.
(21) 魚骨による終末廻腸穿孔性急性腹膜炎の-治験例,仲原泰博 ･大谷 満 :
山陰列科菓談会,昭35.ll.
急性腹症にて開腹,約5cmの魚骨による終末廻腸部穿孔例の比較的稀な1例を報曽した･











































(4) ジルコニウムの比色定量法 (ネオトリンの応用),奥野孝曙 ･阪上正信 :
第12回ウラントリウム鉱物委員会,昭36.2
ネオトリンを用いてジルコニウムを比色定量する場合の基礎条件として,その発色液
























































02)温泉水中のラジウムAの含有量,杉原 健 : 日本化学会地球化学討論会,昭35.10.
本邦の放射能泉として知られた増富 ･池田･東都の諸鉱泉,三朝 ･関金 ･浜村 ･東郷 ･
有馬 ･城崎 ･湯抱 ･湯来 ･松永などの諸温泉のラジウムAおよびラドンの含有量を測定
した.その結果,大多数のものについて,ラジウムAはラドンに対して平衡量以下であ
る.即ち,ラドン源は深くないところにあることが考えられる.






(14) 鳥取県三朝温泉のフッ素イオン,御船政明 ･大月富美雄 :
日本温泉科学会,昭36.8.
ネオトリンによる比色分析法を使用して,三朝温泉水中のフッ素イオン含有量を1960年



























(19) 鳥取市内温泉の試錐による調査研究,阪上正信 ･杉原 健 (地質部門と連名にて) :
日本温泉科学会,昭36.8.
新泉層開発のための鳥取県 ･鳥取市を主体とする試錐に協力し,各含水層の主成分 ･ウ

















¢2) 東郷鉱山の非酸化帯および酸化帯の地球化学的研究,阪上正信 ･奥野孝晴 :
日本化学会地球化学討論会,昭35.10.及び原燃公社探鉱専門委員会,昭36.2.
麻畑2号坑井酸化帯,方面下1号坑酸化帯等について,ウラン･リン･ヒ素 ･イオウ･






C23) ウラノフェン及びβ-ウラノフェンとそのジルコニウム含有量,阪上正信 ･奥野孝晴 :日本
化学会地球化学討論会,昭35.10.及び第11回ウラン･トリウム鉱物委員会,昭36.2.
方面下1号に産するウラノフェンおよびβ-ウラノフェンについて,Ⅹ線廻折 ･ケイ光 Ⅹ









鰯 原子燃料公社倉吉出張所管内ウラン鉱床のベーパ- ･クロマトグラフィー による化探,
66
中川幸二 ･蓑原勝美 : 原燃部内報告,各月.
電気比抵抗法を併用して,各測線について,地表下 1m程度の深所から採取した試料に
ついて,阪上の考案した前線反応を利用したペーパー ･クロマト法を用いて,ウランを
分析し,化学探鉱を行いつつある.本年度は,鉛山地区 ･三徳山地区 ･羽衣石地区 ･多
望および坂根方面について,合言13000の試料を処理した.なお,精錬試験のため送る東
郷鉱山のカマス入試料の品位を本法により迅速に定量した.(約150個)















































(2) 阪上正信 :放射性堆積物の地球化学的研究 (第 Ⅰ報～第V-報) ;
日本化学雑誌,8t,896,1520,(1960)
(3) 杉原 健 :鳥取県三朝温泉の化学的研究 (第 V報～第nV報) ;
日本化学雑誌,81,703,884,1055,1221,1391.(1960)
(4) 杉原 健 :温泉水中のラドン含量と水素イオン濃度との関係 ;
日本化学雑誌,81,1064,(1960)
(5) 杉原 健 :本邦温泉のラジウム含量と水素イオン濃度との関係ならびにその額度分布 ;
日本化学雑誌,81,1177,(1960)






(9) 阪上正信 ･御船政明 :鳥取県浜村および鹿野地区温泉地の地球化学的研究および鳥取県中
部にある諸温泉の泉質の比較,検討 ; 岡山大温研報,27,25,(1961)
C.地 質 学 部 門
地質学部門は教授杉山隆二,助手渡辺晃二,よりなる不完全部門である.当部門の研究の基
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昭和35年度に地質学部門に於て行った研究発表は次の如 くである.ここに ( )内は他大
学 ･他部門の協力者 ;〔〕内は協力 ･委嘱関係 ;《 )内は,戟 :報告済のもの,作 :報告













U) ジルコン法による分数と対比 :(九大理 ･唐木田助手) :〔原燃〕(末か




(i) 花尚岩造岩鉱物の光学的 ･Ⅹ線的研究,杉山隆二 ･渡辺晃二 :研究継続中,(末か
調査串 ･試錐機が入れば,資料採集に画期的新軌軸を出すことが出来,花尚岩の成
因は勿論のこと,ウラン鉱床の起源の問題の究明に深いメスが加えられるであろう･
(U)花尚岩造岩鉱物,特に加里長石についての光学的 ･Ⅹ線的研究,(山口大 ･文理 ･村
上助教授) ･〔原燃〕《作か














































































㈹ 三徳北方地域の調査研究,(新潟大 ･理 ･茅原助教授,九大 ･理 ･種子田助教授,
山口助手,唐木田助手,学生) ･〔原燃〕,(作か
(ロ) 東郷鉱山北東方地域の調査研究,(九大 ･理 ･種子田助教授,唐木田助手,学生):
〔原燃〕,《作か
ぐう 鳥取市 ･湖山池南方地域の調査研究,杉山隆二 ･ (原燃倉吉の職員数名):〔原燃〕
《報か





















U) 東郷鉱山の acidictuffの粘土化の研究,渡辺晃二 :〔原燃〕,((5)),研究継続中
鉱床母岩の acidieclayは結晶度の良い純粋なモンモリロナイトより成っている.


























03) 倉吉温泉調査,杉山隆二 ･(新潟大 ･理 ･茅原助教授) :〔倉吉市〕《一部報,作か,研究
継続中
(14)関金温泉調査,杉山隆二 ･渡辺晃二 ･奥野孝晴･(化学部門) :〔県衛生部〕《作》,研究
継続中
(1斡 岩井温泉調査,杉山隆二 ･渡辺晃二 ･奥野孝晴･(化学部門) :〔県衛生部,岩美町〕
《報か,研究継続中
(16) 三朝株湯温泉その他の調査,杉山隆二 :〔県電気局〕(報か
(17) 鳥取温泉調査,杉山隆二 ･(化学部門) :〔県衛生部〕(報),研究継続中
(18) 皆生温泉調査,杉山隆二 :〔県衛生部〕《作)
















(2) 杉山隆二 :三朝層群の火山屑序と基盤花尚岩類について- 火山層序によるウラン鉱床探
査- ,原燃公社探鉱専門委員会 (東京),昭35.





(5) 渡辺晃二 :東郷鉱山の基盤及び母岩の粘土化 (基盤の粘土化,Acidicclayの特性,
Acidictuffの粘土化の時期,粘土化の温度とウラン鉱物との関係),原燃公社探鉱専
門委員会 (東京),昭36,2.;｢東郷鉱山の基盤及び母岩の粘土化 (講演要旨)｣,昭36,2.
(6) 杉山隆二 :火山層序とウラン鉱韓,第12回ウラントリウム鉱物委員会 (東京),昭36,2.
0(7)杉山隆二 :鳥取県気高郡鹿野温泉の地質,岡山大温研報,27,昭36,1.
0(8) 相馬徳蔵 :人形峠鉱床附近に分布する花こう岩,｢ウラン- その資源と鉱物- ｣,ウ
ラン･トリウム鉱物委員会編集,D.Ⅰ.12,p405-408,昭36,4.










































































































(6)母岩 (acidiclapilituff)の粘土化とウラン鉱物 ･黄鉄鉱の共生関係 (1961.2.9)
(7) 阪上正信 ･奥野孝晴 :東郷鉱山のウラン鉱物と母岩の変質,探鉱専門委員会講演要旨
(61.2.14)
(8)東郷鉱山方面坑産ボルトウッド石 (Boltwoodite)の新発見 (1961.4.14)
※ボルトウッド石の発見は,昭和35年度内であったが,これについての詳細は昭和36年度に研究を
行いつつある.
